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地理「大規模化する農業と成長する工業」
年 組 番

名前

1．大農園での農業
⑴ 資料Ⅰやエクアドルのバナナ農園のような、主に熱帯で
みられる輸出向けの作物を栽培する大規模な農園を
何といいますか。

⑵ 資料Ⅱから、ブラジルの輸出品がどのように変化したか
読み取ってみよう。

⑶ 南アメリカ州で生産される大豆とさとうきびは、それぞれどのように利用されているだろうか。

2．豊かな資源と工業化
資料Ⅲや地図帳から、南アメリカ州の国々の主な鉱産資源
を表にまとめてみよう。

3．産業の発展に伴う課題
⑴ 資料Ⅳのような、都市に形成された粗末な建物が密集している
地区を何といいますか。

⑵ ブラジルの都市にそのような地区が形成されたのはなぜだろうか。

大 豆 さとうきび

国 名 主な鉱産資源

ブラジル

ベネズエラ

チリ

エクアドル

資料Ⅰ ブラジルのコーヒー農園

資料Ⅱ ブラジルの輸出品の変化

資料Ⅲ 南アメリカの鉱工業

資料Ⅳ

本時のまとめ ◆ ブラジルの輸出農産物の種類が増えたり、工業化が進んだりした背景について、説明しよう。
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